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  再ビ「ごりこの、7榮養贋二就テ

其ユ 酸盤基亭衡ヨリ観察シタ「どりこの」ノ債値

        庄  司  吉  宗

          （昭和11年9月30日受附） ’
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 余（Dハ嚢二所謂高速度滋養飲料「どりこのJノ榮養便二就テ，學兄早稻田氏ト共＝專ラソ’ノ

化學的組成ヲ吟味シ，「どりこの」中二薦糖ノ存在セル鮎ヨリ「どりこの」ハ呼野二二ル化學的

操作〔C］，及ビSO4”ヲ検出シ得ナカツタ職二観テ「どりこの」ハ薦糖ヲHCI又ハH，・SO4以外

ノモノヂ廣理シタモノ〕ヲ施シテ韓化シ，之＝＝szル調味料乃至香料（オレンヂ？）ヲ加ヘタル

モノナラント推論シ，銭丁半ビ熱量ヲ薦糖（砂糖）ノソレト比較シ，「どりこの」ハ1鍍ニツ

キ僅カニ13・7一門リ・一」ヲ得ラレル＝過ギナイガ，藤糖（砂糖）ハ1銭ニツキ，「どbこの」ノ

約8倍ノ103．2カ・リ・一Jヲ得ラレルコb及ビ「どりこの」中ノ総窒素量ノ甚ダ僅微ナル顯ヨリ

「アミノ酸ヲ云爲スル＝足ラナイコト等ヲ指摘シ，需用者ノ注意ヲ喚起シタ．

 ソノ後小束（2）ハ「どりこの」ノ週i剰投與が仔兎二於テ，所謂血液Acidosis性骨病ヲ惹起スル

コトヲ報告シタノデアルガ，コレヨリ先キ片瀬及ビソノ共同研究者等（3）ハ普通食ニー定ノ薦

糖ヲ添加シ，護育旺盛ナル叩網ヲ飼育シ，ソノ骨系統二特殊病攣（Osteoporose）ノ護現スル

事ヲ謎明シ，ソノ後，薦糖ノミナラズ，葡萄糖，果糖等ノ過剰二二特二果糖投與が藤糖ノソ

レヨリモ仔兎ノ骨系統並二歯牙二遙カニ高度ノ悪影響アルコトヲ記載シ，ソノ成因ヲ過i剰藤

糖投與ニヨル血液Acidosis二館セシメントシタ．

 翻ツテ余等ノ「どりこの」分析結果ヲ観ルニ，

上ヒ重（揺野氏ユ6度）

滴 定 酸 度

水素イオン濃度

水  分  ％

固 形 分 ％

茨  分  ％

葡 萄 糖 ％

1．320

42．5

3．85

33．38

66．62

0．108

28．53
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再ビ「8 りこの」ノ榮養債二就デ ；1・9．3

   果糖％ 28．02
   ’蕪  糖  ％   9．55

   燃1曉熱量19申 ， 2740

   総窒素量：％    0．03・

   ・一屡申K：irokalolie  1640

 帥チ百分中葡萄糖28．53，果糖28．02ヲ算シ，之二蕪糖ノ9．55％ヲ合算スレバ，百週中實二

66．1ノ糖分ヲ含有スルコトニナリ，ソノ三味ナルノ故ヲ以テ是が過剰ノ撮取ハ殊等小見等ノ

場合ニハ何等カノ考慮が佛ハレネバナラヌノデハナカラウカbモ考ヘラ1レル．

 近時，所謂滋養劃，張肚剤ヲ標榜シテ市場二丁萱セラル・モノ實二慮接二蓬ナク，著名讐

家ニシテソノ効果ヲ推賞スルモノモ少クナクハナイが徒ラニ漫然タル讃僻二過ギナイモノ多

ク，爲メニ需用者ハヅノ撰澤二四シム様ナ事ハ四々屡々見聞スル所デアル．

 鼓二於テ余ハ再ビ「どりこの」ノ榮養債二就デ，特ニソノ酸塵基準衡ノ覗野ヨリ観察シタ

「どりこの」ノ債値二就テ楡索セル結果ヲ以下報告シヨウトスル次第デアル．

              第1章 實験方法並昌材料

 本實墨引使用シタ動物ハ膿重約2砥内外ノ家兎デアツテ，「どりこの」ハ市販ノモノヲ實孝心供シタ．試

験食ハ前夜豆腐粕50瓦ヲ與へ試験前二「どりこの」ヲ添加シタ．

 朝室腹時二家兎ノ丁重測定ヲ行ヒ，直チニ第1回探血ヲ行ヒ之vヲ「どりこの」投興野ノ實験二供シ，次

二「どりこの」ヲ卑下1駈ニツキ0・25・0・5，1・0・2・0・3・O・5・09ヲ投與シユ5分後テ第2回ノ採血ヲ行ヒ・爾

後，1時間，2時間，3時間，4時間，5時間，総計7回ノ探血ヲ行ツタ．家兎ハ1週間ノ休養ヲ與へ探

血ヲ反覆シタ．採血二際シテハ家兎ヲ固定国内掛入レ耳静脈二小切開ヲ加へ，創沓下ラ滴下スル血液ヲ豫

メ蔭酸カリウム」少量ヲ入レ，流動パラフィン」ヲ充タシタ「スピツグラス」二外氣二鯛レナイ檬注意シテ，

3ccmノ探血後麗搾シテ遠心沈澱器ニヨツテ血漿ヲ分離シ， Van Slyke（4）法ニヨツテ炭酸瓦斯ノ含有量ヲ

測定シタ．而シテコノ際血漿内炭酸瓦斯含有量ハ温度0℃，氣塵760粍（水銀柱）二郎ケル％二換算シテ表

ハシタ，

     第2章實．験成績
第 ユ 表  家兎1號血i漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家永

二二

1

rr

rt

rt

rt

rr

rt

髄重

2120

2153

2272

2270

2300

2300

2370

試瞼食ど
りこの添
加量，9

応命

O．25

0．5

1

2

3

5

試験食ど
りこの投
與前

43，6

46．8

4il．7

49．0

58．2

47．2

48，5

試験食どりこの投與後
30i 1 60i 1 120！ 1 lsoi 1 240i 1 300i

43，6

47．8

47．5

49．5

50，1

49．5

49．0

48．2

5e．8

37，2

44．5

55．2

46．2

47，2

43．2

48．7

43．2

43．2

50．9

43．5

46．5

43．3

50．8

42．5

43．5

50．0

42．0

42．」r

43，5

46：0

40，1

4rl‘5

49．5

43．0

40．5

43．6

46．3

42，0

42．0

50．0

43．5．

43．0

t oeC， 760rnrnHg， to’
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194 庄 司

第2表家兎2號血漿炭酸瓦斯含：有量ノ攣化

家兎 試瞼食ど
謙食ど1 試瞼 食どり この投 羽後

番號
盟重 りこの添

ﾁ駐，9
鼻寒樹 3・■ 6・・ P ・2・・ P ・8・・ P 24・・ P 300！

2 2320 封照 50．0 50．0 51．5 51．5 52．0 52．0 52．0

〃 2330 0．25 43．7 47．5 46．2 45．0 45．0 43．5 43．5

〃 2370 0．5 45．9 51．5 50．8 49．7 44．8 45．2 45．0

〃 2380 1 39．7 42．0 41．0 40．5 40．0 37．3 35．0

〃 2390 2 ．55．2 57．0 54．2 60．5 49．0 49．0 48．0

〃 2390 3 51．0 51．0 50．0 48．5 47．2 48．2 48．5

〃 2390 5 39．5 38．2 38．1 36．5 35．2 36．2 36．0

0。C， 760mmH9， ％

第 3 表  家兎3號血漿炭酸瓦斯含有：量ノ攣化

家兎 試瞼食ど干鯛 試験 食どり この投 興国

番號
醒重 りこの添

ﾁ量，9
鼠誌の投1

3・・ P 6・・ P ・2・・ P 18・・ P 24・・ m 300！

3 i238・ 劃照 45．0 45．0 45．0 43．0 43．0 43．5 43．5

〃 12400 0．25 40．0 42．0 42．0 40．0 40．0 40．0 40．0

〃 2440 0．5 49．0 49．0 48．5 48．0， 47．0 47．0 47．0

〃 2510 1 59．0 58．0 57．0 55．0 53．0 50．0 51．0

〃 2700 2 58．5 60．2 59．0 57．5 53．0 53．0 54．0

〃 、2560 3 51．0 52．0 51．5 50．0 47．0 45．0 48．0

〃1 2560 5 52．5 53．0 53．0 50．5 48．0 48．0 48．0

0。C， 760mmHg， ％

第 4 表  家兎4號血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

1家兎
1   試験食どりこの投写回

番號
田面

試験食ど
閧ｱの添
ﾁ量，9

試験食ど
閧ｱの三
c前 3・・ 奄U・・112・・1・8・・［24σ13…

4

rl

tr

tt

rt

tl

tt

2370

2350

2370

2340

2390

2390

2400

謝照

O．25

0．5

1

2

3

5

41，0

45，7

48，5

55．8

5t，2

47，7

58，2

43．0

49．2

49．0

59，9

53．0

49．0

59．0

42．0

48，3

48．0

58．5

52．0

46，0

57．2

42．5

47．0

48．0

56．5

52．0

44．0

58．0

42．0

46．5

47．5

55．0

50．0

43．2

55．0

40．0

45．8

48．0

54．5

48．0

42．5

54．0

41．0

45．8

48．0

52．0

48．5

43．0

53．5

OCC， 76GmmHg， O／o
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     再ビ「どりこの」ノ榮養便二就テ

第 5 表  家兎5號血i漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

195

家兎 試験食ど 試験食ど 試験食どり
番號

腿重 りこの添

ﾁ量，9
りこの投

o前 30〆 ｝6αi 12ｾ
5 2000 封照 60．8 60．8 6α8 60．8

〃 2020 0．25 55．7 597 567 56．3

〃 2050 0．5 48．8 43．7 52．8 46．8

〃 2050 1 47．3 49．5 48．2 43．2

〃 2120 2 50．2 52．2 50．0 48．2
，

〃 2140 3 527 55．5 54．5 50ゆ

〃 2150 5 53．1 54．2 50．2 48．7

’1 0℃， 760mmH9

i 120i 1 lsoi 1 240i 1 300i
りこの投下後

  59．6 1 59．6

  55．2 」 55．5

  44．8 1 43．8

  44．2 1 41．3

  43．2 1 42．5

  48．7 1 47．6

  46．2 1 43．8

59．6

55．7

43，8

40．3

40．5

45．7

43．8

第 6 表  家兎6號血i漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家兎

番號

6

rt

tl

tr

tl

rt

rr

盟：重

2170

2190

2200

2220

2230

2260

2270

試験食ど
りこの添
加量，9

封照

O．25

0．5

1

2

3

5

試験食ど
りこの三
三、前

57．4

55．4

57．2

50．9

48．8

52．6

51．4

試験食どりこの一興後
30i 1 60i 1 120i 1 180i 1 240！ 1 300i

58．2

57．5

58．5

51．0

49．8

53．4

52．3

58，2

563
57．8

51，0

47，5

51．8

52．3

58．1

56．3

57．5

50．2

45．7

49．3’

50．2

57．8

55．8

57．1

47．5

43．2

47．5

47．5

57．5

55．7

56．8

46．3

42．4

46．7

47．2

57．6

57．3

56．8

45．4

42．4

46．3

48．3

60C， 760mmHg， O／o

第 7 表  家兎7號血i漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家兎

番i漉

7

tt

rt

rr

rr

rt

rr

盟重

2010

2030

2050

2070

2100

2130

2150

試験食ど
りこの添
加量，9

封照

O．25

0．5

1

2

3

5

試験食ど
りこの三
三前

47．2

43．3

46．2

50．7

4L5
44．9

48．2

試験食どりこの投国後
30i 1 60！ 1 120i 1 lsoi 1 240i 1 300i

48．9

45．2

47．5

51．5

42．2

45．3

49，6

47．5

44．2

46．8

51，0

41．8

44．6

49．6

46．3

43．3

45．4

51．e

40，0

42．8

48．5

46．3

42．5

46．1

48．0

38．2

41．6

47．2

46．9

42．8

46．0

47．2

38．1

40．3

46．3

47．0

43．0

46．0

46．8

37．5

40．b

45．2

OeC， 760mmHg， O／o
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196 庄 司

第 8 表  家兎8號血漿：炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家兎 試験食ど 試三食ど 試験食ど り こ の 投與後
番競

甲州 リヒの添

ﾁ量，9
りこの一

O前 30！ 16・・ い2・・ 1・8・・i 240！ 13…

8 2210 引照 42．2 45．0 43．0 42．8 42．2 42．2 42．2

〃 2230 0．25 40．8 47．9 46．5 45．5 46．8 46．7 46．8

〃 2260 0．5 43．8 45．0 44．5 43．9 43．8 43．8 43．8

〃 2270 1 48．8 49．5 48．9 48．0 47．5 46．8 46．3

〃 2290 2 52．2 53．8 53．2 53．1 52．5 52，1， 51．5

〃 2300 3 56．3 57．2 56．8 56．0 55．8 55．3 55．0

〃 2310 4 50．0 51．2 51．0 50．0 49．5 49．0 48．8

1 0。C，760mmHg，％

第9表  家兎9號 血奨炭酸瓦斯貧有量ノ憂化

家兎 試験食ど 試高温ど 試験 食どり この投 與後
羽重 りこの添 りこの投

番號 加量，9 奥秘 301 16・・1 ・2・・ P 180！
124・・ 13…

9 2150 謝照 48．0 50．0 52．5 54．5 55．6 56．0 56．0

〃 2230 0．25 47．2 62．2 58．3 47．4 47．3 46．8 46．8

〃 2260 0．5 44．0 48．0 48．0 48．2 48．3 48．2 48．2

〃 2260 1 45．0 49．0 54．0 43．2 45．0 43．0 42．0

〃 2270 2 58．8 59．0 51．2 51．0 51．0 49．5 49．3
引

〃 2290 3 51．2 5ユ．2 47．4 43．5 44．8 44．6 44．1

〃 2290 5 47．3 45．3 41．2 40．5 40．3 40．0

i 0℃， 760mmHg， ％

趨

第10表  家兎10號 血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家兎 試験食ど 試瞼食ど 二二 下どり この投 與後

番朧
身重 りこの添

ﾁ量，9
りこの投

o前 30！ i6・・ i12・・ 1・8・・ 124・・ 13…

10 2050 封照 46．2 46．2 46．5 46．5 46．3 46．3 46．3

〃 2130 0．25 43．2 48．5 47．3 47．0 43．5 43．0 43．0

〃 2160 0．5 44．6 49．8 48．8 48．8 47．8 47．3 47．0

〃 2170 1 46．8 49．9 48．8 47．6 47．3 47．0 47．2

〃 2170 2 55．5 64．5 58．3 47．7 43．2 51．6 52．5

〃 2190 3 49．8 42．8 74．7 43．8 45．2 43．8 42．5

〃 2190 5 57．0 45．8 30．2 51．3 51．3 51．2 51．0

1 O℃， 760mm：Hg， ％
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     再ピ「どりこのJノ榮養債二就テ

第11表家兎11號血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

1・97

家兎 試馬食ど 試験食ど 試験 食どり この投 與後
盟重 りこの添 りこの投

三三 加量，9 回心 3・・ P 6G・ P ・2・・ P ・8・・ P 24・・ P 300！

11 2145 封照 42．5 42．5 43．0 42．5 42．6 44．5 42．5

〃 2120 0．25 48．5 49．0 50．0 51．0 51．5 51．5 52．0

〃 2250 0．5 42．3 48．4 47．5 44．0 43．2 42．0 42．5

〃 2260 1 42．9 50．2 38．5 44．4 48．1 46．5 46．3

〃 2300 2 50．2 50．2 34．3 37．9 42．0 42．5 42．5

〃 2310 3 52．3 53．3 48．2 49．5 49．0 43．5 49．5

〃 2320 5 57．5
一 一 一 一

42．5 40．8

1一

O℃，760mlnHg， ％、

一 雫

第12表 家兎12號血 i漿炭酸瓦斯含有量ノi攣化

，家兎 試験食ど 試験食ど 試験 食どり この投 與後
羽重： りこの添 りこの投

、三三 加量，9 興前 3・・ P 6・・ P 12・・ P ユ8・・ P 24・’ P 300！’

12 2180 封照 52．8 52．8 54．7 54．7 53．8 53．8 53．8
F

〃 2200 0．25 50．2 51．0 52．0 50．5 50．5 50．5 50．0

〃 2240 0．5 47．7 49．0 47．8 45．7 45．6 45．2・ 45．0

〃 2260 1 58．2 54．3 54．3 54．3 53．8 53．5 53．5

〃 2280 2 55．7 55．7 55．6 55．0 55．0 54．8 58．5

〃 2300 3 57．2 45．2 30．7 5ユ．8 51．8 51．8 51．0

〃 2320 5 53．5 48．2 45．7 49．8 49．7 49．6 49．6

1 0℃  ， 760mmHg，％

第13表 家兎13號 血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化、

，家兎
調和

試験食ど 試験食ど 試験 食どり この投 與後
りこの添 りこの投

1番號 加蚤，9 興前 30！ ［6・■ ・2・・ P 18・・ P 240！ 1300’

i13 1980一 封照 40．2 50．2 50．5 50．7 49．5 50．0 50．0

’ノ 201σ 0．25 47．1 50．0 50．5 48．0 47．0 47．2 47．3

〃 2050 1．5 43．2 49．5 48．7 46．5 44．2 43．0・ 43．0

〃 2080 1 57．3 59．2 57．5 55．6 54．3 52．0 52．0

〃 2100 2 57．7 57．7 52．0 52．0 52．0 50．5 52．0

1〃 2150 3 52．5 50．0 50．0 48．7 47．2 47．1 48．0

〃 2200 5 48．9 42．0 35．8 43．5 45．5 45．8 45．8

1 O．C，760mmHg， ％

E 197 1，
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第14表  家兎14號 血i漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

家兎 試験食ど 試験食ど 試験食 どり この投 輿後

番號
麗重 りこの添

ﾁ量，9
りこの一

O前 3・・ P 6・｡ ・2・・ P ・8・・ 2… P 300！

14 2270 封照 48．7 51．6 53．7 55．6 55．9 55．9 55．0

〃 2300 0．25 42．6 48．8 47．6 48．2 48．7 48．2 48．0

〃 2340 0．5 50．3 52．5 52．0 52．2 52．6 52．3 52．0

〃 2370 1 41．8 47．8 38．2 41．5 42．6 42．6 42．6

〃 2400 2 50．1 50．1 37．0 37．0 41．8 42．5 43．0

〃 2430 3 58．2 50．2 45．0 46．7 50．2 51．0 51．2

〃 2450 5 59．8 49．5 42．0 40．0 47．0 47．8 50．2

1 00C，760mm：Hg， ％

第15表  家兎15號 血漿炭酸瓦斯含有量ノi攣化
胃

家兎 試験食ど 試験食ど 試験食どの こ

番號
盟重 りこの添

ﾁ量，9
わこの投

o前 3酬 60！ 12σi

15 2000 射照 52．5 52．5 59．0 54．0

〃 2080 0．25 50．3 58．0 4．80 48．0

〃 2090 0．5 45．0 54．0 48．2 48．2

〃 2120 1 48．3 53．5 52．5 50．0

〃 2200 2 57．2 66．3 59．5 46．7

〃 2250 3 49．7 42．6 37．2 45．2

〃 2270［ 5 29．6 45．2 34．2 43．1

1 O℃， 760mmHg，

120i 1 lsoi 1 240i 1 300i

54．5

47．2

48．3

48．0

45．2

45．6

46．2

54．0

47．0

48．5

46．0

52．0

47．2

46，2

53．0

47．0

48．2

45．2

53．0

47．0

46．2

第16表 家兎16號血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

試験食どりこの投與後家兎

蝌e
盟重

試験食ど
閧ｱの添
ﾁ量，9

試験食ど
閧ｱの投
o前 3・・ 奄U・・1・2・・1・8σ124・・13…

16

rt

rr

rt

rt

rt

rr

2330

2380

2400

2440

2480

2480

2500

封照

O．25

0．5

1

2

3

5

49．3

43．7

47．2

52．0

58．7

55．3

60．9

52．7

49．9

49．8

57．5

62．5

59．8

61，2

54．6

45．5

43．2

50．2

50．2

52．8

5Z3

50．6

43．7

42．5

50．0

47．9

47．6

56．7

49．3

43．7

42．3

48．0

50．8

50．3

55．5

49，3

43．6

42．0

47．7

51．2

50．3

54，8

49．3

43．6

42．0

45．6

52．7

51．5

54，8

OeC 760mmHg， O／o
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            第3章総括並＝考按

 以上第1表乃至第16表ノ實験成績ヲ通覧スルニ，

 1）台墨家兎群
 試験食投與後30’乃至120’ノ間＝於テ血液炭酸瓦斯含有量ノ上昇シ180分二至ツテ，投與

三二露復シナイモノ16例申1例（家兎16號）．

 試験食投與後30ノヨリ血液炭酸瓦斯含有量上昇シ，300’＝至ルモ樹上昇ヲ示シタモノ16例

中2例（家兎9號，14號）．

 試験食野漆後30’ヨリ血液炭酸瓦斯有：量ノ低下シタモノ16例中1例（家兎5號）．

 試験食投継前後白歯テ，血液炭酸瓦斯含有量二攣化ヲ認メナカツタモノ16例申12例（家兎

1號，2號，3號，4號，6號， 7號，8號，10號，11號，12號，13號，15號）ヂァル．帥

チ封照家兎＝於テハ試験食投與後30’ヨリ120’ノ間＝於テ血液炭酸瓦斯含有量ノー時的増加

ヲ示シ，次デ漸次二減少シテ投與前二齢復スルモノ或ハ何等攣化ヲ示サナカツタモノデ之等

ヲ基準トシテ以下ノ馬験例ヲ比較研究シ，血液炭酸瓦斯含有：量ノ増減ヲ判定シタ1

 2）「どり～二の」0．259投與家兎群

 「どりこの」0．259（家兎艦重1駈ニツキ）ヲ投與セルモノニ就テ観ルニ試験食投與後30’乃

至120’ノ間口於テー時的＝輝度ノ血液炭酸瓦斯含有量上昇ヲ示シ180’ヨリ投與前二饒復セル

モノ16例中14例（家兎1號，2號，3號，4號，5號，6號，7號，8號，9號，10號，12

號， 13号虎， 14號， 16号虎）．

 試験食思同齢30’ヨリ血液炭酸瓦斯含有量ノ輕度ノ低下ヲ來シ300’二至ルモ省蹄復シナイ

モノ16例中1例（家兎15號1）．

 試験食投與後30！ヨリ血液炭酸瓦斯含有量ノ上昇ヲ示シ300ノニ至ルモ伺蹄復シナイモノ16

例中1例（家兎11號）ヂアツテー般二〇．259（艦：重1班iニツキ）投與ノモノハ血液炭酸瓦斯含有

量ニサシタル攣化ヲ及ボサナイト謂ヘル．

 3） 「どりこの」059投與家兎群

 「どりこのJ lgヲ（家兎朗々1駈ニツキ）投與セルモノ田野テ観ルニ試験食投與後30’ヨリ

血液炭酸瓦斯含有量ノ態度ノ上昇ヲ示シ300ノ墨壷ルモ筒投豊前＝復饒シナ’イモノ16例中4例

（家兎1號，9號，14號，15號）．

 試験食投與後30’乃至120’二至ル間＝於テー時血液炭酸瓦斯含有量上昇ヲ示シ180’二至ツ

テ既二葦穂前二露復スルモソ16例中6例（家兎4號，7號，8號，10號，11號，13號）．

 試験食投与後30’ヨリ血液炭酸瓦斯含有：量漸次低下シテ300’二至ルモ試験食投與前二聾復

シナイモノ16例中6例（家兎2號，3號，5號，6號，12號，16號）デアツテー般二〇59（罷

重1庇ニツキ）投與ノモノハ極メテ輕度ノ低下ノ傾向ヲ示シテヰル．

 4）「どりこの」19投與家兎群

 「どりこの」19ヲ（家兎髄重1既ニツキ）鹿北セルモノニ就テ観ルニ試験食投與後血液炭酸

瓦斯含有：量二攣化ヲ及ボサヌモノ3例（家兎4號 8號，9號）．

                  ［ 199 ］
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 試験食投與後血液炭酸瓦斯含有量：ノ梢上昇ヲ示シ300’ ・，至ルモ尚投門前n復旧シナイモノ

16例申3例（家兎10號，11號，14號）．

試験食投與後血液炭酸瓦斯含有量ノ低下ヲ示シタモノ16例中10例（家兎1號，2號，3號，

5號，6號，7號，12號，13號，15號，16號）デアツテー般二「どり～二の」19（髄重1班ニツ

キ）投與ノモノハ血液炭酸瓦斯含有量：ノ低下ノ傾向ヲ示スモノが多イ．

 5）「どりこの」29投與家兎群

 「どりこの」29ヲ家兎三重1班ニツキ）ヲ投與セルモノニ就テ観ルニ，

 試験食投與後30’ヨリ血液炭酸瓦斯含有：量ノ上昇ヲ示シ，300’＝至ルモ尚復瞬シナイモノ

16例申■例（家兎12號）・

試験食二二後血液炭酸瓦斯含有量二何等；ノ攣化ナキモノ16例中1例（家兎8號）

 試鹸食投與後30ノ乃至120’ノ聞＝於テ血液炭酸瓦斯含有量一時上昇シ後低下ヲ示・シタモノ

緬例申14例（家兎1號，2號，3號〔但シ本實験例ハ試験食投與後一時止昇スルコ：トナク低下

ス〕4號，5號，6號，7號，9號，ユ0號，11號，13號，13號，14號，1號，16號）デアツテ

ー般二「どりこの」29投壷（二重1妊ニツキ）ノモノハ300ノ＝・至ツテ梢上昇ヲ示スモノアルモ極

メテ虚心デアル．

 i6）「どりこの」39投與家兎群

’「ど．b Zの」39（家兎艦重ユ班ニツキ）ヲ投與セルモノ口詩テ槻ル＝，

 試験食投與後30！乃至60’ノ聞二於テー時血液炭酸瓦斯含有：量ノ上昇ヲ示シユ20！ヨリ漸次低

下ヲ示シタモノ16例中5例（家兎2號，、3號，11 3號，14號，15號）・

試験食忌寸後一蒔上昇ヲ示スコトナク漸次低下ノー路ヲ辿ツタモノ16例申ユ1例（家兎1號，

4號ゴ5號，・6號，7號，8號，9號，10號，U號，12號，ユ6號）デアツテ「ど1りこのd39面

心イモノハ60’一120’二二テ一二著シク低下，シ240’一300’後二於テ少シク上昇ヲ示スガ到底

試験食投與前二於ケル三態二近ヅカナイ．

 7）「どりこの」59投與家兎群                    1 、

・「どりこの」59（家兎面素1駈ニツキ）ヲ投與セルモノ＝就テ観ルニ，

・試験食投與後3α乃至60’ノ間二於テ血液炭酸瓦斯含有量ノー時上昇ヲ示シ爾後低下ヲ示シ

タモノ16例中9例（家兎1號，3號，4號，5號，6號，7號．，8號，11號，16號）・  1

試験食投與後直チニ血液：炭酸瓦斯含有量ノ低下ヲ示シタモノ16例申7例（家兎2號，9號，

10號，江2號，13號，14號，15號）ヂアツテ59投與ノモノニ於テハ全例ヲ通ジテ著シキ低下ヲ

示シ300’ ＝至りテ回復露ノ三三ヲ示スモノモアルガ，ソノ程度ハ極メテ懲少デアル．

 之ヲ要スルニ「どり～二の」添加試験昌ヨル家兎ノ血液炭酸瓦斯含有量ハ添加「どりこの」ノ量

二略正比例シテ低下ヲ示シ，小束ノ成績二稽似タル結果ヲ得、タ．帥チ0．259，0．5g添加（三重

1冠ニツキ）ノモノ＝於テハ劃照二比シテ殆ド何等差異ヲ認メラレヌガ，既ニユ9投與ノモノ

ニ於テハ明カニ血液炭酸瓦斯含有量：ノ低下ヲ示スモノ多ク，2g投與ノモノハ著シクソノ低下

率多ク，39，59二丁ノモノ＝於テハ血：液炭酸瓦斯含有量著シク低下シ試験食三三後300分二

                 E［ i200 il
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至ルモ尚投與前二復齢スル傾向極メテ僅少デアツテコノ鮎ヨリ観察スレバ，「どり～二のJヲ家

兎ニソノ髄重1班i＝ツキ0．59以上ヲ投與スレバ血液炭酸瓦斯含有：量ノ減少ヲ示シ著明ナル

血液Acidosisヲ悲起スルコトが判ツタ．爾コノ際果シテ骨系統二病攣ヲ惹起スルカ否カニ就

テハ後二之ヲ報告シヨウト思フ・

                  結   論

 余ハ所謂高速度滋養飲料トシテ市場二喧傳販費セラレテヰル「どりこの」二就テ，ソノ酸塵

基李衡ノ観黙カラ家兎ヲ以テソノ債値ヲ槍索シダノデアルガ，ソノ結果ハ次ノ如ク結論スル

コトが出來ル．

 1）家兎二艦重1冠ニツキ「どりこの」0．59以上ヲ投與スルトキハ血液炭酸瓦斯含有量ノ

減少，帥チ血液Acidosisヲ惹起スル．

 2）家兎二「どりこの」ヲ投與シテ生ズル血液AcidoSlsノ程度ハ「どりこの」ノ増：量＝ヨツ

テ釜々高度トナル．
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